
北大阪健康医療都市を中心とした
健康・医療のまちづくりの現状と今後に期待すること

前回議論の振り返り

資料１



１ 取りまとめについて

１ 趣旨

２ 健康・医療のまちづくりの現状

３ 健康・医療のまちづくりへの期待
・地域医療に関すること
・健康寿命の延伸に関すること
・健康・医療クラスター形成に関すること

第17回まちづくり会議では、各主体からのプレゼンテーションのあと、「３ 健康・医療のまち
づくりへの期待」を中心にディスカッションを行いました。

取りまとめ構成案

今後の作成スケジュール（予定）

令和2年2月18日 第18回まちづくり会議にて、各構成員等から健都に期待すること等の
プレゼンテーション及びディスカッション

令和2年度当初 まちづくり会議にて「北大阪健康医療都市を中心とした健康医療のまちづくり
の現状と今後に期待すること」（案）を提示し、確認いただく



２ 健康・医療のまちづくりへの期待

両病院の機能分担と連携（吹田市民病院）

 吹田市民病院と国立循環器病研究センターと機能分
担、連携を行い、医療面において地域の中心的な役
割を担う

病診連携の促進（吹田市医師会・摂津市医師会）

 健都内のみならず、両市の医療機関や、両市内病院
等とICTを活用した患者情報の共有化による病診連携
の促進

 顔の見える関係の構築も同時に重要
 市域を超えた多職種連携の促進のための情報共有が
必要

3師会と両病院の学術的な連携
（吹田市歯科医師会・摂津市歯科医師会・吹田市民病
院）

 両市の3師会と両病院が連携し、地域住民への講習会
や医療スタッフの研修会等の実施

 歯科医師会の実施する学術講演会の講師に国立循環
器病センターの医師を講師として招き実施したい

オーラルフレイル予防（吹田市歯科医師会）

 国立循環器病研究センターや国立医薬基盤・健康・
栄養研究所等による、循環器病やその他疾患と歯科
との関連研究への協力とその結果の社会実装

 歯周病とその他疾患との関連に関する研究におい
て、ウエルネス住宅等がテストフィールドとなり
えるのではないか

スモークフリー（吹田市薬剤師会、吹田市、摂津市）

 両市において、受動喫煙防止や禁煙支援、環境美
化の観点などから様々な取組を行っている

 禁煙に関する効果的な啓発を考え、今後も煙の見
えないまちを目指す

 禁煙サポート薬局の推進

予防医療（国立循環器病研究センター）

 両市3師会等と連携した、予防医療の取組の実施
 最先端医療・医療技術の開発と普及

「学び」の場等の提供（吹田市民病院）

 医療に関する情報発信により、市民の健康意識の向
上、健康増進

地域医療に関すること 健康寿命の延伸に関すること



健都内の主体と大学との連携（国立医薬基盤・健康・栄養研究所）

 健都が、両市にある大学の研究フィールドとなることで、健都内の主体と大学との連携による医
療産業や製品、サービスの創出

健都内外の企業連携（国立循環器病研究センター）

 健都内の主体の連携にとどまらず、両市の様々な企業を巻き込み、より研究成果を上げていく

研究結果の社会実装（国立医薬基盤・健康・栄養研究所）

 研究結果の社会実装や新たな社会価値の創出のため、健都内の様々な主体をつなぐコーディネー
タが必要なのではないか

健康・医療クラスターの形成に関すること

国内外からのアクセス（吹田市薬剤師会、摂津市歯科医師会）

 通院患者のみならず国内外の研究者等が、容易にアクセスできる工夫が必要

その他


